


































http://www.rnext. go. jp/cornponent/b rnenu/shingi/toushin/_icsFiles/afieldfile/2011/07/06/1307985 
1 1. pelf （最終観覧： 2014.12. 19.）。
2総合的な学習の時間の時間数は、 2002年の小学校の学習指導要領で、は小学校3-4年生は年間 105単位fl寺
問、 5 6年生は 110単位時間だ、ったが、 2012年からの新学習指導要領により小学校の 3 6年生までは 70
時間となった。また 2002年の中学校学習指導要領での時間数は 1年生70～100時間、 2年生 70～105時間、
3年生 70～130時間だったのに対して 2012年から、 1年生 50時間、 2-3年生 70時間となった。文部科
学省、「小・中学校の授業時数に隠する基礎資料J
http://www. rnext. go. jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/07061432/005/001. htrn （最終観覧
2014. 12. 19）；小学校学習指導要領、 http://www.mext.go. jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo／、及び
中学校学習指導要領、 http://www.mext. go. jp/a_rnenu/shotou/new-cs/youryou/chu／より（最終観覧
2014. 12. 19）。
1文部科学省、「総合的な学習のI!寺問の現状と課題，改善の方向性（検討素案）」














施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 55条の 2 （同令第 79条及び第 108条第 1項に

















1 I古代高章、石川博昭、2014、「小中連携・一貫カリキュラムとしての総合的な学習の時間の現状と課題（ 2) J 
『岩手大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要よ第 13号、 105頁
5文部科学省、 2010、「教育課程特例校制度実施要項J







































JOつくば新聞、「つくば市の概要J、http://www. tsukubapress. com/outline. html （最終観覧： 2014.12. 19）。
I つくば市教育振興基本計画、
http・／www.city. tsukuba. ibaraki. jp/dbps_data/ materialー／localhost/Kyoikusoumu/kihonnkeikaku02.
pdf （最終観覧.2014. 12. 19）。


























そこでの成果を踏まえて今度は「連携から一貫j に向けて、 2010年度から「 3小 1中連
携タイプのつくば西中学校区において実践研究が開始j し、「特に 1中学校に対して複数の



































































































学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 1年 2年 3年 計
rm Fi奇 306 315 245 245 175 175 1461 140 140 105 385 
社会 70 90 100 105 365 105 105 140 350 
算数 136 175 175 175 175 175 1011 140 105 140 385 
国！科 90 105 105 105 405 105 140 140 385 
生活 88 90 -14 -15 178 
音楽 68 70 60 60 50 50 358 45 35 35 115 
図面工作・ 美術 68 70 60 60 50 50 358 45 35 35 115 
家庭技術・ 家庭 60 55 115 70 70 35 175 
体育 ・保健体育 102 105 105 105 90 90 597 105 105 105 315 
道徳 29 30 30 30 30 30 179 30 30 30 30 -5 -5 5 -5 -5 5 -5 5 5 -5 
外国語活動・外国語
。 。
-35 -35 140 140 140 420 
特別活動 29 30 30 30 30 30 179 30 30 30 5 -5 -5 -5 -5 -5 -5 5 -5 90 
総合的な学習の時間
。 。 。 。 。 。 。
-70 -70 -70 -70 -50 -70 -70 
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出典 ：つくば市総合教育研究所、 2012、『つく ば発！小中一貫教育が世界を変える 新設「つく ばスタイル科jの取り
組み』、 東京書籍、42頁及び樋口直宏、 2013、「小中一貫教育の現状と課題j小中一貫教育推進のための学校施設部会
www. mext. go. jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/013/006/shiryo/ _icsFiles/afieldfile/2013/12/26/1312838_1. pelf （最終観
覧： 2014. 12. 27）より引用 ・作j戎！fi0
























し、 6年間とおしてコミュニケーシヨン能力の素地を養う j という設定になっている（42
頁）。
以上のように、「つくば次世代型スキルj を育成するためには学びの 3つのステップであ























［~I 立的修正力 依存・受け身からJl5tし、主体的に自分自身の力で、 現状を見直す力
創造革新 創造力 過去の経験や知i却を組み合わせて新しい宥えをつく りl:1す力

























































































的な学習の時間の年間授業時数は、小学校の 3-6年生までは 70時間、中学校 1年生では
50時間、 2-3年生では 70時間となった。それに対して「つくばスタイノレ科Jの授業時間
数を見ると、小学校 1年生では 34時間、 2年生では 35時間、 3-4年生は 80時間、そし
て5-6年生では 115時間となり 中学校 1年生では 60時間、 2-3年生では 80時間とな
っており、標準とされる授業時間数を大きく上回っている。このように、学習指導要領に
よらないで自由に授業時間や学習内容の設定が行われている。
！？ 『つくばスタイル科 2013単元プラン集よ 6頁 7頁
18 押田貴久、前掲文献、 2014、20頁－21頁





































教育委員会後援、 2013、「第8回小・中一貫教育全毘サミット inつくば指導案集J36頁 40頁
?
??﹈
?
イチdを見ていく必要がある。また、教育課程特例校制度を取り入れなくても、現行学習指導
要領の範囲内で独自のカリキュラムを開発している自治体や学校の実践もあろう。その両
方の教育課程における実践を比較して、学校とボランティアの間での安定した関係づくり
の基盤について検討する必要がある。
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